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本市では、平成１８年度より中学校区ごとに小中一貫教育（平成１８年当時は、小中

連携教育）の研究と実践を進めております。平成２６・２７年度の２ヵ年に渡っては、

新庄市小中一貫教育実践研究を明倫中学校区に委嘱し、研究テーマ「将来に夢をもって、

主体的に生きぬく児童生徒の育成」を研究テーマに研究を進めていただいております。

今年度は、その発表の年にあたり、１０／９（金）には公開研究発表会も行われます。 

今回は、明倫中学校区の小中一貫教育の取り組みについて、ご紹介します。 

 

 ５中学校区では、それぞれに小中の教員が一堂に会し、全体研修会や各研究部会を通し

て、中学校区の子ども達の実態や地域の特色に応じた小中一貫教育の推進を図っています。

明倫中学校区では、下の５つの研究部会を構成して、取り組みを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特に、授業づくりについては、一昨年までは各校独自に進めていた研究を、研究のテー

マや研究の視点を統一して取り組んでいます。年間５回の全体研修会を設定し、明倫中学

校、沼田小学校、北辰小学校をそれぞれ会場に、小中相互の子どもたちの授業の様子を参

観することを通して、協働で研究を進めています。また、それに限らず、各学校で開催さ

れる授業研究会に自由に参加し、それぞれの学校の成果と課題についても共有化を図って

います。小中お互いの授業を同じテーマの下で参観し、研修することを通して、小中それ

ぞれの教員が新たな視点で、９年間を見通した授業づくりについて実践化を図ることにつ

ながっています。 

新庄市小中一貫教育通信  第１７号 平成２7年６月 25日 

明倫中学校区の小中一貫教育の取り組みについて 

～明倫中学校・沼田小学校・北辰小学校～ 

回 覧 

＜授業づくり部会＞ 

○共通の研究テーマにも

とづいた授業づくり 

○授業研究会の運営と交

流 

＜児童生徒交流部会＞ 

○小小交流 

○小中交流 

○９年間を見通したキャ

リア教育 

＜特別支援部会＞ 

○事例研修 

○支援を必要とする児童

生徒の情報交換と連絡

体制の確立 

＜家庭地域連携部会＞ 

○家庭学習への系統的な

共通の取り組み 

○セーブメディア 

 

 

 

○事務処理の効率化 

○小中一貫教育の円滑な

運営の推進 

 



 小小交流では、明倫中学校で同

級生となる沼田小学校と北辰小学

校の子どもたちが、早い段階から

交流することで、中学校生活への

スムーズな移行を目的に、４年生

が「もみの木交流」５年生が「あ

すなろ交流」６年生が「けやき交

流」として、交流を進めています。 

 内容としては、学年の発達段階

に応じながら、レクリエーション

や、ＡＬＴが参加しての外国語活

動の学習、各学校で取り組んでいる児童会活動の情報交換など、子どもたちが楽しみなが

ら、主体的に関わることができるよう計画しています。 

 小中交流では、沼田小学校と北辰

小学校の６年生が明倫中学校に集ま

り、中学校２年生とお互いの夢につ

いて交流し合う夢交流会を行ってい

ます。この活動でも、中学校進学へ

の不安を取り払うことを目的として

います。 

 また、小体連陸上記録会の壮行式

への中学校応援団の参加や中総体壮

行式への小学生の応援メッセージに

よる交流、あいさつ運動での交流、

地域での小中合同活動の推進などを

行っています。 

 今後は、他の中学校区の取り組み

についても、紹介してまいります。

６月１７日には、小中一貫校を制度

化する法案が国会で可決されました。

小中一貫校が「義務教育学校」とし

て正式に認められることになりまし

た。新庄市では、各中学校区の小中

一貫教育推進協議会を中心としなが

ら、豊かな心を育み、地域に根ざし

た小中一貫教育をより一層進めてまいります。 

 

 


